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我
が
国
に
伝
わ
る
「
文
選
集
注
」
残
巻
は
、
板
本
以
前
の
李
菩
注
『
文

選
』
を
知
る
上
に
お
い
て
、
ま
た
、
こ
の
書
で
し
か
そ
の
糠
ま
っ
た
姿
を

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
唐
代
の
古
注
「
紗
」
「
音
決
」
「
陸
善
経
注
」
を

収
録
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
文
選
学
研
究
上
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
中
で
も
、
「
紗
」
は
、
正
文
解
釈
に
有
益
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

李
善
注
を
も
と
に
し
た
講
義
録
的
色
相
を
帯
び
て
お
り
、
唐
代
揚
州
で
の

文
選
学
の
口
吻
を
今
に
伝
え
て
く
れ
る
。

こ
の
「
紗
」
の
制
作
年
代
・
撰
者
、
及
び
、
注
釈
内
容
に
つ
い
て
、
以

前
、
広
島
大
学
の
森
野
繁
夫
教
授
と
共
同
研
究
で
、
そ
の
調
査
報
告
を
発

（
注

1
)

表
し
た
。
そ
の
内
の
撰
者
の
問
題
に
関
し
て
、
近
年
、
大
阪
大
学
の
東
野

（注
2
)

治
之
氏
が
、
新
資
料
を
も
と
に
、
異
論
を
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
野

氏
の
提
示
さ
れ
た
資
料
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
見
解
に
は
首
肯
し
難
い

面
が
あ
り
、
敢
て
反
論
を
試
み
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

一
、
問
題
の
経
綿
と
東
野
氏
の
見
解

「
文
選
集
注
」
所
引
の
「
紗
」
と
「
音
決
」

の
撰
者
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
、
「
文
選
紗
六
十
九
公
孫
羅
撰
、
文
選
音

（注
3
)

決
十
公
孫
羅
撰
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
濱
純
太
郎
膊
士

（注
4
)

が
、
公
孫
羅
説
を
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
斯
波
六
郎
博
士
は
、

「
紗
」
と
「
音
決
」
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
二
書

の
撰
者
は
別
人
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
出
さ
れ
、
ま
た
、
集
注
本
巻
四

七
の
「
紗
」
に
、
「
羅
云
、
従
此
以
下
七
首
云
々
」
と
あ
る
の
で
、
「
紗

の
撰
者
は
公
孫
羅
以
外
に
又
一
人
有
る
と
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
森
野
教
授
と
箪
者
は
、
集
注
本
所
引
の
「
紗
」
に
、
そ

の
書
が
本
来
三
十
巻
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
文
が
二
箇
所
有
り
、

そ
れ
は
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
あ
る
無
名
氏
の
「
文
選
抄
州
」
と

一
致
す
る
の
で
、
「
紗
」
は
無
名
氏
、
「
音
決
」
は
公
孫
羅
の
撰
で
あ
ろ

（注

6
)

う
と
推
論
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
野
氏
は
、
院
政
期
の
藤
原
敦
光
の
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』

に
、
「
公
孫
羅
文
選
紗
云
、
律
琥
金
科
、
令
琥
玉
條
、
井
虞
舜
作
之
」
と

い
う
一
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
、
集
注
本
所
引
の
「
紗
」

と
も
に
公
孫
羅
の
撰
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
旧
説
を
支
持
す

「
文
選
集
注
」
所
引
「
紗
」
の
撰
者
に

ー

東

野

治

之

氏

に

答

う

つ

富

い
て

永

登

(15) 
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る
見
解
を
出
さ
れ
た
。
そ
の
論
旨
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
に
引
く
「
文
選
紗
（
抄
）
」
は
、
先
の
公
孫
羅
の
名

を
冠
す
る
一
例
（
揚
雄
「
劇
秦
美
新
」
の
「
金
科
玉
條
」
の
句
に
対
す
る

注
と
思
わ
れ
る
）
を
含
め
て
四
例
有
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
集
注
本
に

該
当
箇
所
が
残
存
し
て
お
ら
ず
、
対
照
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ

敦
光
の
手
に
な
る
と
言
わ
れ
る
『
三
教
勘
注
抄
』
に
引
か
れ
る
『
文
選
』

諸
注
が
、
集
注
本
と
一
致
す
る
こ
と
を
論
証
、
敦
光
が
『
三
教
勘
注
抄
』

の
作
成
に
あ
た
っ
て
集
注
本
を
使
用
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
「
『
三
教

勘
注
抄
』
所
引
の
『
文
選
紗
』
は
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
所
引
の
『
文
選
紗
』

と
同
一
書
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
撰
者
藤
原
敦
光
は
、
『
文
選
集
注
』
所

引
の
『
紗
』
を
公
孫
羅
の
『
文
選
紗
』
と
み
な
し
て
い
た
と
し
て
よ
か
ろ

う
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
・
『
三
教
勘
注
抄
』
所
引
の
『
文
選
』
正

文
及
び
諸
注
を
見
る
と
、
東
野
氏
の
推
論
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
、
二
書
所
引
の
『
文
選
』
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

尚
、
「
文
選
集
注
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
旧

紗
本
（
第
三
集
ー
第
九
集
所
収
）
を
使
用
し
た
。
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
．

『
三
教
勘
注
抄
』
は
、
『
真
言
宗
全
書
』
（
巻
十
一
、
巻
四
十
）
を
使
用

（注
7
)

し
、
適
宜
太
田
次
男
氏
の
翻
刻
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

二
、
『
秘
蔵
宝
鏑
紗
』
所
引
の
『
文
選
』

『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
に
は
、
李
善
の
上
表
文
、
昭
明
太
子
の
序
及
び
注
の

み
の
引
用
を
含
め
て
、
一
八
条
の
『
文
選
』
が
引
か
れ
て
い
る
。
引
用

文
に
は
、
伝
写
の
際
の
脱
字
・
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
、
今
は
、

そ
れ
ら
を
極
力
排
除
し
た
上
で
考
察
を
加
え
た
。

先
ず
第
一
に
気
付
く
の
は
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
で
使
用
さ
れ
た
『
文
、
選
』

は
、
三
十
巻
本
だ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
巻
数
を

付
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
次
の
六
例
が
あ
る
。

マ
マ

①
一
頁
下
段
文
選
第
一
云
、
抑
下
情
而
通
諷
論
。

（
現
行
六
十
巻
本
の
巻
一
両
都
賦
序
）

マ
マ

②
ニ
ニ
頁
下
段
文
選
第
三
曰
、
仰
南
斗
以
阻
酌
、
兼
二
儀
之
復
渥
。

（
巻
五
呉
都
賦
）

③
二
四
頁
上
段
文
選
第
九
云
、
石
餡
玉
而
山
輝
。

（
巻
一
七
文
賦
）

④
二
五
頁
下
段
文
選
二
十
六
云
、
吹
毛
求
疵
°

（
巻
五
―
四
子
講
徳
論
）

マ
マ

⑤
二
六
頁
上
段
文
選
第
二
十
七
云
、
益
以
駅
滑
而
泄
之
以
尾
閻
。

（
巻
五
三
養
生
論
）

⑥
五
八
頁
下
段
文
選
四
、
伯
益
不
能
名
。

（
巻
二
西
京
賦
）

こ
の
内
、
「
公
孫
羅
文
選
紗
」
（
二
四
頁
下
段
）
の
あ
る
前
後
の
巻
中

（
一
九

t
三
九
頁
）
に
引
く
②
了
｀
⑤
は
、
全
て
三
十
巻
本
『
文
選
』
か
ら

の
引
用
で
あ
り
、
集
注
本
と
同
じ
百
二
十
巻
本
か
ら
の
引
用
は
、
下
巻
に

（
注

8
)

引
く
⑥
の
み
で
あ
る
。
当
時
の
三
十
巻
本
と
し
て
は
、
日
本
に
伝
存
す
る

旧
紗
本
の
九
条
本
残
巻
の
よ
う
な
無
注
本
や
五
臣
単
注
本
が
考
え
ら
れ
る
。

『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
所
引
『
文
選
』
に
見
ら
れ
る
第
二
の
特
徴
は
、
そ
の

(16) 



九
条
本
と
符
合
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

〇
一
五
頁
上
段
文
選
洛
神
賦
云
、
余
従
京
城
言
蹄
東
藩
。
…
…
…
。

の
「
城
」
字
に
つ
い
て
、
尤
本
・
胡
刻
本
は
「
域
」
に
作
り
、
哀
本
・
明

州
本
・
四
部
叢
刊
本
は
「
師
」
に
作
り
、
「
普
本
作
域
」
の
校
語
を
付
し

て
い
る
。
九
条
本
は
「
城
」
に
作
り
、
「
師
五
」
（
五
臣
本
は
「
師
」
に

作
る
の
意
）
の
労
記
が
あ
る
。
現
行
板
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
九
条

本
と
の
み
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
①
の
後
に
引
く
音
注
「
諷
、
方

鳳
反
」
は
、
九
条
本
と
同
じ
で
あ
る
。
更
に
、
四
頁
上
段
「
李
善
上
文
選

注
表
云
、
絨
石
知
謬
」
の
下
に
記
す
「
石
燕
状
似
歯
状
、
…
…
」
の
注
文

は
、
九
条
本
と
同
じ
無
注
三
十
巻
本
の
上
野
氏
蔵
旧
紗
残
巻
の
鼈
頭
に
引

く
注
記
と
一
致
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
九
条
本
・
上
野
本
の
酪
頭
・
労
記
・
紙
背
に
は
、
集

注
本
の
諸
注
を
は
じ
め
様
々
な
注
文
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
敦
光
の
時
代

に
も
そ
の
よ
う
な
形
の
三
十
巻
本
が
存
在
し
、
彼
は
、
そ
れ
を
も
と
に

『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に

は
、
当
時
『
文
選
』
読
解
の
有
力
な
注
と
し
て
単
行
し
て
い
た
六
十
巻
本

公
孫
羅
『
文
選
紗
』
（
後
述
の
『
江
吏
部
集
』
参
照
）
か
ら
の
転
記
も
含

ま
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

三
、
『
三
教
勘
注
抄
』
所
引
の
『
文
選
』

空
悔
の
『
文
選
』
語
彙
使
用
の
多
さ
を
反
映
し
て
、
こ
の
書
に
も
、
注

7

の
み
引
用
の
六
例
を
含
め
、
百
二
十
箇
所
に
『
文
選
』
所
収
の
作
品
が
引

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
同
様
、
誤
写
・
脱
字
が
非

゜
4
 

常
に
多
く
、
『
文
選
』
諸
本
と
の
比
較
に
は
、
極
め
て
慎
重
を
要
す
る
。

こ
の
書
に
は
、
『
文
選
』
の
巻
数
を
記
し
て
引
用
し
た
も
の
は
一
例
も

無
い
の
で
、
集
注
本
残
巻
と
の
比
較
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。

確
か
に
、
東
野
氏
が
例
示
さ
れ
た
、
三
四
頁
上
段
に
引
く
「
呉
都
賦
」

を
は
じ
め
、
集
注
本
の
正
文
•
劉
淵
林
注
・
李
善
注
・
紗
•
陸
善
経
注
と

一
致
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
列
挙
す
る
。

0
五
頁
下
段
左
墨
二
都
賦
序
日
、
…
…
。
應
勤
膜
書
註
日
、
…
…
。

（
「
應
勤
漢
書
註
」
に
つ
い
て
、
板
本
及
び
九
条
本
労
記
は
、
全

て
「
漠
書
音
義
（
應
勁
）
」
に
作
る
が
、
集
注
本
の
み
「
應
勤
漠

書
注
」
と
な
っ
て
い
る
。
）

0
 1
0頁
上
段
左
思
呉
都
賦
曰
、
…
…
。
劉
淵
林
曰
、
…
…
。
旺
周
曰
、

齊
桓
公
需
而
笑
。

（
各
本
は
、
「
朦
」
字
の
下
に
「
然
」
字
が
有
る
が
、
集
注
本
は
無
い
。
）

〇
一
五
頁
下
段
左
思
呉
都
賦
曰
、
目
龍
川
以
帯
期
。
爾
雅
曰
、
…
…
。

音
決
、
吉
螢
反
。

（
各
本
は
、
「
以
」
字
を
「
而
」
字
に
作
る
が
、
集
注
本
の
み

「
以
」
字
に
作
る
。
但
し
、
集
注
本
所
引
の
「
音
決
」
は
、
「
古

螢
反
」
と
な
っ
て
い
る
。
）

〇
一
八
頁
下
段
左
思
呉
都
賦
曰
、
…
…
、
狭
艇
果
然
、
…
…
。

（
各
本
は
、
「
果
」
字
を
「
裸
」
字
に
作
る
が
、
集
注
本
は
、

「
果
」
字
に
作
り
、
「
今
案
」
に
「
紗
•
音
決
、
果
為
狸
」
と
あ

る
。
板
本
及
ぴ
九
条
本
に
は
、
「
紗
」
「
音
決
」
本
の
系
統
が
混

入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）

(17) 
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〇
三
五
頁
下
段

左
思
呉
都
賦
曰
、
…
…
。
劉
達
曰
、
…
…
。
紗
曰
、
爾

マ

マ

マ

マ

雅
日
、
…
…
。
郭
氏
日
、
…
…
。

（
こ
の
「
紗
」
は
、
集
注
本
と
同
じ
で
あ
る
。
）

〇
三
六
頁
上
段
左
思
呉
都
賦
曰
、
…
…
。
劉
逹
日
、
白
、
大
白
罰
爵
也
。

紗
日
、
…
…
。

（
各
本
は
、
「
大
白
」
の
二
字
が
無
い
が
、
集
注
本
に
は
有
る
。

こ
の
「
紗
」
も
集
注
本
と
同
じ
。
）

し
か
し
、
集
注
本
と
は
異
な
る
例
も
見
ら
れ
る
。

O
二
八
頁
下
段
王
褒
聖
主
得
賢
臣
頌
日
、
周
公
射
吐
握
之
笏
。

（
集
注
本
の
み
「
握
」
字
を
「
捉
」
字
に
作
り
、
「
今
案
」
に

「
五
家
本
捉
為
握
」
と
記
す
。
現
行
各
本
は
、
全
て
五
臣
本
系
統

の
正
文
を
引
き
継
い
で
お
り
、
所
引
の
文
は
、
こ
れ
と
一
致
す
る
。
）

0
二
九
頁
上
段
飽
明
遠
擬
古
詩
云
、
五
車
描
筆
鋒
。
劉
良
日
、
拙
折
文

士
之
筆
端
。

（
集
注
本
に
引
く
五
臣
注
は
、
「
張
銑
曰
、
言
其
博
聞
能
拙
折
文

士
筆
鋒
也
」
に
作
る
。
所
引
の
文
は
、
現
行
各
本
の
五
臣
注
と
同
じ
。
）

〇
三
四
頁
下
段
左
思
呉
都
賦
曰
、
…
・
:
。
呂
向
日
、
此
謂
人
之
甚
也
。

（
集
注
本
は
、
時
々
五
臣
注
を
省
略
す
る
が
、
こ
の
呂
向
注
も
略

さ
れ
て
い
る
。
所
引
の
注
は
、
現
行
各
本
と
一
致
す
る
。
）

ま
た
、
集
注
本
が
残
っ
て
い
な
い
所
で
、
李
善
注
本
（
集
注
本
は
、
李
菩

注
本
を
底
本
に
し
て
い
る
）
と
は
異
な
り
、
五
臣
本
或
い
は
九
条
本
と
一

致
す
る
例
が
あ
る
。

〇
二
三
頁
上
段

孔
文
欅
論
盛
孝
章
書
日
、
…
…
。
臨
溺
而
不
極
。

尤
•
胡
本
は
、
「
溺
」
字
を
「
難
」
字
に
作
る
。
四
部
本
は
、

「
弱
」
字
に
作
り
、
「
普
本
作
難
字
」
と
校
す
。
九
条
本
は
、

「
溺
」
字
に
作
る
。
）

0
三
三
頁
上
段
密
康
幽
憤
詩
曰
、
昔
態
柳
下
、
…
…
。

（
各
本
皆
「
下
」
字
を
「
恵
」
字
に
作
る
。
九
条
本
の
み
「
下
」

字
に
作
る
。
）

こ
の
よ
う
に
、
『
三
教
勘
注
抄
』
所
引
の
『
文
選
』
は
、
何
種
類
か
の

テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
集
注
本
を
使
用
し
た
と

は
言
い
難
い
。
こ
れ
は
、
敦
光
自
身
が
、
直
接
種
々
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
引

用
し
た
の
か
、
九
条
本
の
よ
う
な
労
記
の
有
っ
た
も
の
を
使
っ
た
の
か
、

或
い
は
、
後
人
の
増
補
が
混
入
し
た
結
果
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
野
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
直
接
に
主

と
し
て
『
文
選
集
注
』
に
よ
っ
た
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
東
野
氏
が
集
注
本
使
用
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
集
註
文

（注
9
)

選
今
案
曰
」
「
陸
善
経
日
」
(
-
七
頁
上
段
）
の
引
用
に
つ
い
て
は
、

「
紗
曰
」
「
音
決
」
「
陸
曰
」
「
善
経
曰
」
「
陸
善
経
日
」
「
集
注
今
案

曰
」
「
集
今
案
」
等
の
注
記
を
多
く
記
載
す
る
九
条
本
の
よ
う
な
も
の
の

存
在
を
、
『
文
選
』
以
外
の
可
能
性
を
含
め
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

四
、
東
野
氏
の
見
解
に
対
す
る
疑
問

以
上
敦
光
の
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
『
三
教
勘
注
抄
』
所
引
『
文
選
』
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
東
野
氏
の
見
解
に
対
し
て
二
つ
の
疑
問
を
感
じ

(18) 
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た
。
―
つ
は
、
『
三
教
勘
注
抄
』
所
引
『
文
選
』
が
集
注
本
を
使
用
し
て

い
る
か
ら
、
同
じ
敦
光
撰
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
所
引
『
文
選
紗
』
も
同
一
書

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
三
教
勘
注
抄
』
の
『
文

選
』
を
即
集
注
本
と
見
な
す
の
に
も
疑
問
は
残
る
が
、
そ
ち
ら
は
仮
に
認

め
た
と
し
て
も
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
の
方
が
、
集
注
本
に
依
っ
て
い
な
い

の
は
、
明
白
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
東
野
氏
も
「
『
三
教
勘
注
抄
』
の
場

合
と
異
な
り
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
所
引
の
『
文
選
紗
』
が
『
文
選
集
注
』

か
ら
引
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
あ
き
ら
か
で
な
い
」
（
注
13)
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

二
つ
め
は
、
先
の
推
論
か
ら
、
二
書
の
撰
者
敦
光
が
『
文
選
集
注
』
所

引
の
「
紗
」
を
公
孫
羅
の
『
文
選
紗
』
と
見
な
し
て
い
た
と
い
う
結
論
を

導
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
三
教
勘
注
抄
』
で
は
、
正
文
と
「
紗
」

が
一
緒
に
引
か
れ
る
例
も
見
ら
れ
た
が
、
『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
で
は
「
紗
」

を
引
く
四
例
は
、
「
文
選
抄
云
」
（
一
―
頁
下
段
）
・
「
文
選
紗
云
」

（
一
六
頁
上
段
）
・
「
公
孫
羅
文
選
紗
云
」
（
二
四
頁
下
段
）
・
「
文
選

紗
云
」
（
三
二
頁
上
段
）
と
、
い
ず
れ
も
単
独
で
引
か
れ
て
い
る
。
集
注

本
を
使
用
せ
ず
、
三
十
巻
本
『
文
選
』
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
秘
蔵
宝

鍮
紗
』
所
引
の
こ
れ
ら
「
紗
」
は
、
他
書
の
労
記
か
ら
の
転
写
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
っ
だ
け
公
孫
羅
の
名
を
冠
し
て
い
る
の

は
、
そ
れ
が
他
の
「
紗
」
（
同
じ
三
十
巻
本
で
対
照
に
便
利
な
無
名
氏
の

『
文
選
抄
』
か
ら
直
接
引
い
た
か
、
集
注
本
か
ら
転
記
さ
れ
た
も
の
を
孫

引
き
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
と
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
い
う
の
は
、
東
野
氏
も
引
用
さ
れ
て
い
る
大
江
匡
衡
の
『
江
吏

部
集
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

文
選
六
十
巻
、
毛
詩
三
百
篇
、
加
以
孫
羅
注
、
加
以
鄭
氏
箋
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
匡
衡
が
一
条
天
皇
に
教
授
し
た
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
、

公
孫
羅
注
は
、
六
十
巻
本
『
文
選
』
の
有
力
な
注
釈
書
と
し
て
使
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
何
か
の
労
記
に
記
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
更
に
、
小
尾
郊
一
博
士
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
御
堂
関
白
記
』

の
寛
弘
元
年

(
1
0
0
四
）
の
条
に
見
え
る
「
集
注
文
選
」
が
、
集
注
本

『
文
選
』
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
公
孫
羅
『
文
選
紗
』
は
、

集
注
本
と
は
別
に
単
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

百
二
十
巻
本
の
「
文
選
集
注
」
所
引
「
紗
」
が
三
十
巻
本
で
あ
っ
た
こ

と
、
公
孫
羅
『
文
選
紗
』
が
六
十
巻
本
の
書
と
し
て
通
行
し
て
い
た
こ
と
、

こ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
集
注
本
の
「
紗
」
は
、
『
日
本
国
見
在

書
目
録
』
に
あ
る
無
名
氏
の
も
の
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
巻
数
の
問
題
に

関
し
て
、
東
野
氏
は
、
「
三
十
巻
本
の
『
文
選
紗
』
が
あ
る
一
方
で
、
李

善
注
と
の
対
照
に
便
利
な
六
十
巻
本
が
存
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
公
孫
羅
『
文
選
紗
』
が
、
三
十
巻
本
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
の
こ
と
な
の
か
、
そ
の
真
意
を
測
り
か
ね
る
。

『
秘
蔵
宝
鍮
紗
』
所
引
の
「
公
孫
羅
文
選
紗
」
は
、
公
孫
羅
注
の
存
在

を
示
す
費
重
な
資
料
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
事
を
以
て
、
集
注
本
所
引
の

「
紗
」
「
音
決
」
の
撰
者
に
つ
い
て
手
直
し
を
す
る
必
要
は
、
現
段
階
で

は
な
い
と
考
え
る
。

東
野
氏
は
、
「
『
文
選
集
注
』
に
お
い
て
、
日
唐
の
著
録
に
所
見
す
る

公
孫
羅
の
注
が
落
と
さ
れ
、
か
わ
っ
て
無
名
氏
の
注
が
採
用
さ
れ
る
と
い

(19) 
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4
 

3
 

2
 

注
1

「
文
選
集
注
所
引
「
紗
」
に
つ
い

第
二
九
集
一
九
七
七
年
）
。

「
『
文
選
集
注
』
所
引
の
『
文
選
紗
』
」
（
『
神
田
喜

追
悼
中
国
学
論
集
』
二
玄
社
刊
一
九
八
六
年
）
。

「
旧
唐
志
」
に
は
「
文
選
六
十
巻
公
孫
羅
注
、
文
選
音
十
巻
公
孫

羅
撰
」
、
「
新
唐
志
」
に
は
「
公
孫
羅
注
文
選
六
十
巻
、
又
音
義

十
巻
」
と
あ
る
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
六
十
九
」
と
記

す
こ
と
に
つ
い
て
、
狩
野
直
喜
博
士
は
、
「
蓋
紗
本
巻
大
者
、
往

往
析
之
、
書
目
並
敷
分
巻
、
以
致
九
巻
之
多
、
非
有
二
本
」

（
『
君
山
文
』
巻
三
「
唐
紗
本
文
選
注
残
巻
跛
」
）
と
言
わ
れ
る
。

「
君
山
先
生
『
唐
紗
本
文
選
注
残
巻
跛
』
書
後
」
（
『
東
洋
学
叢

編
』
第
一
冊
刀
江
書
院
刊
一
九
三
四
年
）
。
ま
た
、
賂
鴻
凱

「
選
学
源
流
」
（
「
制
言
」
第
八
期
一
九
三
六
年
。
後
『
文
選

学
』
所
収
）
、
神
田
喜
一
郎
博
士
「
文
選
の
は
な
し
」
（
『
東
洋

学
文
献
叢
説
』
二
玄
社
刊
一
九
六
九
年
）
も
同
じ
説
を
と
る
。

郎
博
士

う
よ
う
な
こ
と
は
、
甚
だ
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
陸
善
経
注
」
に
し
て
も
、
書
目
に
見
当
た
ら
な
い
の
に
集
注

本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
日
唐
の
目
録
に
あ
る
公
孫
羅
『
文
選
紗
』
で
は

な
く
、
無
名
氏
の
「
紗
」
が
採
録
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
集
注
本
所
引
「
紗
」
の
講
義
録
的
で
未
整
理
な
注
釈
内
容
か
ら

す
れ
ば
、
文
選
学
者
と
し
て
名
を
残
す
程
著
名
な
公
孫
羅
の
手
に
な
る
と

す
る
よ
り
、
む
し
ろ
無
名
氏
の
方
が
相
応
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
「
日
本
中
国
学
会
報
」

『
文
選
諸
本
の
研
究
』
下
篇
II
「
背
紗
文
選
集
注
残
巻
」

博
士
退
官
記
念
事
業
会
刊
一
九
五
七
年
）
。

「
音
決
」
と
い
う
書
名
が
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
公
孫
羅

の
も
の
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
集
注
本
所
引
「
音
決
」
は
、

他
人
の
音
注
を
し
ば
し
ば
引
く
が
、
公
孫
羅
の
音
注
だ
け
は
引
用

し
て
い
な
い
こ
と
に
拠
っ
た
。
「
音
決
」
を
専
門
に
研
究
さ
れ
て

い
る
広
島
大
学
の
狩
野
充
徳
氏
も
、
そ
の
近
著
「
『
文
選
音
決
』

の
研
究
ー
資
料
篇
1
音
注
総
表
ー
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀

要
」
第
47
巻
特
輯
号
2

一
九
八
八
年
）
で
、
公
孫
羅
の
撰
で
あ

る
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
秘
蔵
宝
鍮
紗
平
安
末
写
零
本
に
つ
い
て
」
（
「
成
田
山
仏
教
研

究
所
紀
要
」
第
四
号
）
、
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
に
つ
い

て
」
（
同
第
五
号
）
。

⑥
に
つ
い
て
は
、
こ
の
引
用
の
み
「
日
」
字
が
無
く
、
「
四
」
は

「
曰
」
字
の
誤
り
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

現
存
の
集
注
本
「
今
案
」
は
、
諸
本
の
異
同
を
記
す
校
語
の
み
で

あ
り
、
こ
の
引
用
文
の
よ
う
な
も
の
は
一
例
も
無
い
。
「
陸
菩
経

注
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
紗
」
の
誤
写

で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

10

全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
（
一
）
』
解
説
集
英
社
刊
。

本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
森
野
繁
夫
先
生
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

（
斯
波
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